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Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部

年
金
友
の
会
益
田
支
部
受
給
者
大
会

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
年
金
友
の
会
益
田
支
部
（
寺

戸
倉
雄
支
部
長
）
は
、
６
月
16
日
島
根
県
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
グ

ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
９
回
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み

地
区
本
部
年
金
友
の
会
益
田
支
部
受
給
者
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。開

会
に
あ
た
り
寺
戸
支
部
長
は
役
員
改
選
で
支
部
長
に
就
任
し

た
報
告
を
行
い
、「
人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ
れ
る
な
か
、
3

人
に
１
人
が
独
居
生
活
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
大
会
を
通
じ

て
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
等
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
い
時

間
を
過
ご
す
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
の
活
力
を
見
出
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

続
い
て
西
い
わ
み
地
区
本
部
竹
長
隆
本
部
長
が
来
賓
の
挨
拶
を

行
い
、「
人
生
１
０
０
年
時
代
、
酒
は
百
薬
の
長
と
い
う
時
代
は
人
生
50
年
時
代
。
塩
分
は
控
え

め
で
歯
を
大
切
に
し
、
80
歳
で
も
自
分
の
歯
を
20
本
保
つ
。
社
会
的
に
孤
立
す
る
こ
と
な
く
、
こ

う
し
た
会
合
等
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
益
々
元
気
に
お
過
ご
し
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。来

賓
の
挨
拶
に
続
き
、滝
元
英
二
統
括
支
店
長
が
活
動
報
告
並
び
に
活
動
計
画
の
説
明
を
行
い
、

今
年
度
計
画
の
寿
ロ
ー
ド
や
ふ
れ
あ
い
旅
行
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
の
開
催
時
期
の
紹
介
と
参

加
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

続
い
て
美
都
地
区
の
塩
満
渥
子
幹
事
が
大
会
申
し
合
わ
せ
を
読
み
上
げ
、
今
回
の
役
員
改
選
に

よ
り
勇
退
さ
れ
た
、
岡
﨑
正
照
さ
ん
（
中
西
地
区
）、
寺
井
友
延
さ
ん
（
吉
田
地
区
）、
久
保
田
健

一
さ
ん
（
真
砂
地
区
）、
中
島
孫
市
さ
ん
（
北
仙
道
地
区
）、
土
橋
光
子
さ
ん
（
小
野
地
区
）
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
豊
川
地
区
の
日
比
勇
幹
事
の
発
声
で
、
参
加
者
一
同
声
高
ら
か
に
万
歳
三
唱
を
行
い
、

大
島
啓
作
副
支
部
長
の
閉
会
の
挨
拶
で
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

昼
食
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
浜
田
市
か
ら
、
夏
風
亭
一
門
の
夏
風
亭
志
ん
悟
座
長
と
弟
子
の

夏
風
亭
清
掃
員
、
夏
風
亭
ぽ
っ
ぽ
さ
ん
に
よ
る
落
語
、
演
劇
倶
楽
部
花
車
の
皆
さ
ん
に
よ
る
大

衆
演
劇
舞
踊
と
中
国
四
川
変
面
シ
ョ
ー
が
披
露
さ
れ
、
客
席
を
め
ぐ
り
な
が
ら
の
舞
踊
や
変
面

シ
ョ
ー
に
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

寺戸支部長挨拶竹長隆本部長挨拶

夏風亭志ん悟さんの落語

演劇倶楽部花車による大衆演劇舞踊 中国四川変面
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日
原
タ
ラ
の
芽
生
産
組
合
（
竹
内
和
善
組
合
長
）
は

６
月
23
日
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
会
議
室

に
お
い
て
令
和
７
年
度
（
第
39
回
）
通
常
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て
竹
内
組
合
長
は
「
山
菜
に
お
い
て

も
全
国
的
に
夏
の
暑
さ
の
影
響
が
出
て
い
る
。
こ
の
暑

さ
対
策
が
今
後
の
課
題
で
も
あ
り
、
こ
う
し
た
様
々
な

課
題
を
一
つ
一
つ
解
決
し
、
生
産
力
の
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
。
タ
ラ
の
芽
生
産
組
合
も
来
年
で
40
年
を

迎
え
る
。
こ
れ
ま
で
継
続
で
き
た
こ
と
は
皆
さ
ん
の
向

上
心
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
諦
め
ず
に
生
産
に

励
む
こ
と
で
、山
菜
は
必
ず
経
営
の
柱
の
一
つ
と
な
る
。

本
日
の
総
会
に
お
い
て
多
く
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
る
よ

う
期
待
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

続
い
て
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
竹
長
隆
本

部
長
が
挨
拶
を
行
い
、「
来
年
は
40
周
年
、
諸
先
輩
方

の
技
術
を
今
日
ま
で
確
実
に
受
け
継
ぎ
、
後
世
へ
繋
げ

よ
う
と
す
る
皆
さ
ん
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
今
後
共
益
々
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
島
根
県
西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
益
田
事
務
所
の
古
川
武
志
所
長
、
津
和

町
安
村
義
夫
農
林
課
長
、
北
九
州
青
果
市
場
の
大
幸
宏
充
担
当
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、
竹
内

組
合
長
が
議
長
を
務
め
上
程
さ
れ
た
全
て
の
議
案
を
可
決
承
認
し
ま
し
た
。

第
４
号
議
案
役
員
改
選
で
は
、
４
期
８
年
務
め
た
竹
内
和
善
組
合
長
が
勇
退
し
、
こ
れ
ま
で
う
る

い
部
長
だ
っ
た
矢
崎
陽
一
さ
ん
を
新
組
合
長
に
選
任
。
そ
の
他
各
部
長
等
全
て
の
新
役
員
を
全
会
一

致
で
可
決
承
認
し
ま
し
た
。

勇
退
に
あ
た
っ
て
竹
内
組
合
長
は
在
任
中
の
出
来
事
を
振
り
返
り
、「
多
く
の
皆
さ
ん
の
協
力
が

あ
っ
て
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
タ
ラ
の
芽
生
産
組
合
は
良
い
時
も
悪
い
時
も
北
九
州
青
果
市
場
と

共
に
歩
ん
で
き
た
。
今
後
共
こ
の
関
係
性
を
大
切
に
し
、生
産
者
・
関
係
機
関
一
体
と
な
っ
て
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

日
原
タ
ラ
の
芽
生
産
組
合
総
会

美
都
町
柚
子
生
産
者
組
合
通
常
総
会

竹内組合長開会の挨拶

貴重な意見や提案等、熱のこもった議案審議により充実した総会となりました。 澄川組合長開会の挨拶

美
都
町
柚
子
生
産
者
組
合（
澄
川
晋
二
組
合
長
）

は
６
月
24
日
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
美
都
事
業
所
会
議
室

で
令
和
７
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
澄
川
組
合
長
は
「
近
年
の
収
穫

量
の
減
少
は
隔
年
結
果
と
い
う
言
葉
で
片
付
け
ら

れ
な
い
状
況
で
、
夏
の
異
常
な
暑
さ
が
柚
子
の
生

育
に
も
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。
組
合
に
お
い
て
も

高
齢
化
が
進
み
、
将
来
労
力
不
足
か
ら
園
の
維
持
が
困
難
と
な
り
、
農
地
の
荒

廃
へ
と
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
も
あ
る
。
ま
た
今
日
の
販
売
金

額
が
資
材
等
物
価
の
高
騰
に
追
い
つ
か
な
い
状
況
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
り
、

解
決
に
向
け
て
皆
さ
ん
と
共
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。
引
き
続
き
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
挨
拶
を
西
い
わ
み
地
区
本
部

の
西
川
友
史
理
事
が
行
い
、
柚
子
の

生
産
管
理
に
対
す
る
敬
意
と
、
日
頃

の
Ｊ
Ａ
利
用
に
対
す
る
謝
意
を
伝
え

ま
し
た
。

続
い
て
島
根
県
西
部
農
林
水
産
振

興
セ
ン
タ
ー
益
田
事
務
所
鶴
永
建
司

課
長
、
益
田
市
役
所
産
業
経
済
部
大

庭
健
志
農
林
水
産
課
長
よ
り
来
賓
の

ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、
慣
例
に

よ
り
澄
川
組
合
長
が
議
長
を
務
め
議

案
審
議
を
行
い
、
令
和
７
年
度
事
業

に
関
す
る
活
動
や
決
算
状
況
、
令
和

８
年
度
に
お
け
る
計
画
等
全
て
の
議

案
を
全
会
一
致
で
可
決
承
認
し
ま
し

た
。
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西
部
３
地
区
女
性
部
の

親
睦
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た

西
い
わ
み
女
性
部

六
日
市
・
柿
木
支
部
通
常
総
会

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
部
３
地
区

本
部
（
西
い
わ
み
・
い
わ
み

中
央
・
島
根
お
お
ち
）
の
女

性
部
は
６
月
５
日
、
益
田
市

美
都
町
の
ひ
だ
ま
り
パ
ー
ク

み
と
を
会
場
に
、
各
地
区
本

部
か
ら
女
性
部
員
と
各
地
区

本
部
長
・
統
括
部
長
等
63
人

が
参
加
し
、
合
同
研
修
会
「
西
部
３
地
区
女
性
部
ふ
れ
あ
い

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
主
幹
と
な
っ
た
島
根
お
お
ち
女
性
部
を
代
表
し
て

森
光
美
佐
子
部
長
が
、「
Ｊ
Ａ
共
済
の
お
世
話
に
な
ら
な
い

程
度
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
を
行
い
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
開
会
式
が
始
ま
り
、
続
い
て
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
部

３
地
区
本
部
を
代
表
し
て
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
の
服
部
幸

信
本
部
長
が
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

ル
ー
ル
説
明
の
後
参
加
者
は
12
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ス

タ
ー
ト
し
、
前
日
の
雨
で
重
た
く
な
っ
た
芝
の
状
態
を
確
認

し
な
が
ら
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
を
目
指
し
ま
し
た
。
気
温
の
上
昇

に
連
れ
身
体
も
暖
ま
り
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
11
本
飛
び
出
す

な
ど
、
日
頃
の
活
躍
が
窺
え
る
好
成
績
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
も
お

ら
れ
ま
し
た
。

同
伴
者
の
１
打
１
打
に
称
賛
を
贈
る
声
や
「
オ
シ
イ
！
」

と
励
ま
す
声
が
聞
か
れ
、
真
剣
な
プ
レ
ー
の
中
に
も
他
地
区

の
会
員
と
の
親
睦
が
深
ま
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

定
期
的
な
３
組
織
の
交
流
会
の
開
催
は
、
日
頃
の
身
近
な

話
題
や
農
業
・
Ｊ
Ａ
に
関
す
る
意
見
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

組
織
間
の
連
携
と
活
動
の
活
性
化
を
図
る
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

アムスメロン・トマトの販売も行いました。ゲーム終了後に集合。次回はいわみ中央地区本部の企画で開催されます。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
女
性
部
六

日
市
支
部
（
森
下
美
智
子
支
部
長
）・

柿
木
支
部
（
小
田
恵
美
子
支
部
長
）

は
６
月
25
日
、
吉
賀
町
よ
し
か
み
ら

い
会
議
室
に
お
い
て
通
常
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
は
２
会
場
に
分

か
れ
、
令
和
７
年
度
の
活
動
並
び
に

収
支
決
算
の
報
告
、
令
和
８
年
度
の

活
動
計
画
及
び
予
算
案
な
ど
を
議
題
と
し
て
審
議
し
、
全
会
一
致
で
全
て
の
議

案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

両
支
部
と
も
令
和
８
年
度
の
活
動
計
画
で
、
両
支
部
合
同
の
日
帰
り
旅
行
や

農
業
祭
へ
の
参
加
、
ハ
ム
づ
く
り
体
験
等
多
く
の
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
津
和
野
警
察
署
に
よ
る
、『
自
転
車
運
転
ル
ー
ル
』『
詐
欺
被

害
防
止
対
策
』
等
の
講
義
が
行
わ
れ
、
紹
介
の
あ
っ
た
様
々
な
事
故
や
犯
罪
に

遭
わ
な
い
よ
う
、対
策
に
つ
い
て
改
め
て
再
認
識
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

事故や詐欺の手口について受講しました。
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Ｊ
Ａ
し
ま
ね
新
た
な
運
営
体
制
説
明
会
を
開
催

令
和
８
年
度
第
１
回
全
役
職
員
会
議

を
開
催
し
ま
し
た

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
は
６
月
２
日
か
ら
12
日
ま
で
の
間
、
全
８

会
場
で
新
た
な
運
営
体
制
の
構
築
に
向
け
た
進
捗
状
況
報
告
会
を
行
い
ま
し

た
。第

11
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
「
新
た
な
運
営
体
制
整
備
計
画
」
が
承
認
さ

れ
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
現
場
レ
ベ
ル
の
協
議
を
経
て
、
機
動
的
・

専
門
的
で
一
体
感
の
あ
る
取
り
組
み
を
実
践
す
る
た
め
の
「
新
た
な
運
営
体
制

整
備
実
践
協
議
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
専
門
的
議
論
の
必
要
性
に
応

じ
、
営
農
経
済
・
信
用
共
済
・
管
理
各
部
門
の
専
門
部
会
を
設
置
し
、
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
「
基
本
計
画
」
と
「
事
業
部
門
別
基
本
構
想
」
の
具
現
化
に
向
け
た

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
体
制
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
各

事
業
部
門
に
お
け
る
当
面
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
、
竹
長
隆
本
部
長
が
資
料

を
基
に
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
新
た
な
運
営
体
制
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。●

利
益
優
先
の
統
廃
合
は
止
め
て
ほ
し
い
。身
近
な
Ｊ
Ａ
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

●�

主
な
事
業
は
本
店
へ
移
行
し
、
西
い
わ
み
の
意
見
は
本
店
に
届
か
な
く

な
る
。
今
で
も
西
の
意
見
を
吸
い
上
げ
て
も
ら
っ
て
い
る
と
は
思
っ
て

い
な
い
。
今
後
意
見
が
あ
っ
た
場
合
は
本
部
長
へ
伝
え
、
本
部
長
か
ら

の
意
見
が
西
い
わ
み
の
意
見
と
し
て
伝
わ
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

●
事
業
所
の
存
続
を
お
願
い
し
た
い
。

●�

正
組
合
員
が
減
少
傾
向
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
正
組
合
員
の
要
件

緩
和
等
で
減
少
防
止
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

●�

支
店
の
機
能
整
備
は
貯
金
量
等
信
用
共
済
の
利
用
だ
け
を
基
準
と
す
る

の
で
は
な
く
、
営
農
や
経
済
の
取
扱
高
も
考
慮
し
た
ほ
う
が
良
い
。

●�

体
制
の
変
更
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
支
店
単
位
で
損
益
を
計
算
し
、
営

農
・
経
済
も
同
様
に
示
す
と
す
る
な
ら
、
地
区
本
部
は
ど
の
よ
う
な
位

置
づ
け
に
な
る
の
か
。

津和野会場　６月４日

竹長本部長挨拶松本先生には、「健康管理」に関する貴重なご講演をいただきました。

美都会場　６月９日六日市会場　６月１２日

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地

区
本
部
は
６
月
13
日
、
益
田

市
元
町
の
益
田
市
立
市
民
学

習
セ
ン
タ
ー
で
、
令
和
８
年

度
第
１
回
目
の
全
役
職
員
会

議
を
行
い
ま
し
た
。

基
本
理
念
・
基
本
目
標
・
職
員
行
動
規
範
を
全
員
で

唱
和
し
た
後
、竹
長
隆
本
部
長
が
開
会
の
挨
拶
を
行
い
、

令
和
７
年
度
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
信
用
・
共
済
事
業
優
績
者
へ

の
表
彰
状
の
贈
呈
式
、
並
び
に
令
和
８
年
度
永
年
勤
続

者
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
当
地
区
本
部
の
産
業
医
で
も
あ
る
医
療
法
人

た
い
じ
ん
堂
松
本
医
院
の
松
本
祐
二
理
事
長
に
よ
る

「
人
生
１
０
０
年
時
代
の
健
康
管
理
」
と
題
し
た
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
椋
木

鉄
也
統
括
部
長

よ
り
令
和
７
年

度
損
益
概
況
並

び
に
令
和
８
年

度
に
お
け
る
収

支
計
画
、
新
営

農
セ
ン
タ
ー
構

想
や
多
目
的
選

果
・
集
荷
施
設

の
計
画
等
に
つ

い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
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飯
田
選
果
場
で
恒
例
の
テ
ン
ト
村
開
設

（
６
月
８
日
～
18
日
）

水
稲
中
干
し
講
習
会

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
営
農
経
済

部
米
穀
課
と
、
島
根
県
西
部
農
林
水
産
振
興
セ

ン
タ
ー
益
田
事
務
所
農
業
部
は
６
月
２
日
～
６

月
４
日
の
間
、
管
内
16
会
場
で
令
和
８
年
産
水

稲
中
干
し
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
益
田
事
務
所
農
業
部
の
担
当
者
か
ら
令
和
８
年
産
水
稲
の
生
育
状
況
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
営
農
経
済
部
米
穀
課
職
員
が
中
干
し
に
お
け
る
留
意
点
等
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

講
習
会
に
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、
イ
モ
チ
・
紋
枯
れ
等
病
気
に
関
す
る
質
問
や
、
カ

メ
ム
シ
等
害
虫
の
発
生
に
関
す
る
質
問
、「
同
量
・
同
一
成
分
の
肥
料
を
使
用
し
て
い
る
が
、

圃
場
に
よ
っ
て
藻
の
発
生
状
況
が
異
な
る
の
は
な
ぜ
か
」と
い
っ
た
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
同
行
し
た
全
農
農
機
サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
情
報
提
供
に
対
し
て
は
、「
近
年
の
農
業
機
械

は
自
動
化
等
装
備
の
充
実
で
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
。
も
っ
と
操
作
が
簡
単
で
手
ご
ろ
な
価

格
の
シ
ン
プ
ル
な
農
業
機
械
の
提
供
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

★中干しの重要性
　〇湛水状態
　　①�土壌中の有機物分解によりガスが発生し、根腐れ・

ガス湧きの原因となります。　　　　　
　〇中干し状態
　　②�根に酸素が供給されることで根張りが良くなります。
　　③�窒素吸収量が減り、無効分げつが抑制されます。
　　④�田面の小さなひび割れで土壌中のガスを放出します。

★�１株当たりの茎数が、コシヒカリは18本程度
　きぬむすめは16本程度になったら実施
（田植え時期と中干し時期のめやす）

田植え時期 中干し開始時期
４月末～５月上旬 田植え後　40～45日
５月　中旬 田植え後　35～40日
５月　下旬 田植え後　30～35日
（中干し期間のめやす）

中干し期間
砂 質 土 ５日間程度
壌 質 土 ５～７日間程度
粘 質 土 ７日間程度

★田植え後圃場に藻が発生する事案が多発しています
　①堆肥や元肥による肥料分が水に溶けだす　
　②晴天で水温が20度前後となる
�　�　こうしたことが要因で発生しやすくなり、発生する
と除草剤成分の拡散を抑制し、雑草の発生の原因にな
ります。間断灌水による水の入れ替えや中干による乾
燥、除草剤（モゲトン粒剤）の散布で対応しましょう。

研修会資料より

益田東支店会場

真砂会場

選
果
さ
れ
た
ば
か
り
の
ア
ム
ス
メ
ロ
ン
が
直
接
購
入
で
き

る
恒
例
の
テ
ン
ト
村
が
、
６
月
８
日
か
ら
18
日
ま
で
の
間
飯

田
選
果
場
で
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ム
ス
メ
ロ
ン
は
出
荷
期
間
が
凡
そ
１
か
月
程
度
と
短
く
、
初
日
に
訪
れ
た
地
元
の
方

は
「
毎
年
出
荷
が
始
ま
る
の
を
待
っ
て
、
直
接
こ
こ
に
来
て
買
っ
て
い
ま
す
」
と
、
家
族

用
に
合
わ
せ
て
親
戚
・
知
人
分
ま
で
20
ケ
ー
ス
近
く
購
入
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

広
島
か
ら
の
メ
ロ
ン
ツ
ア
ー
も
好
調
で
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
約

１
４
０
人
が
４
班
に
分
か
れ
て
参
加
。
ツ
ア
ー
を
企
画
し
た
担

当
者
は
「
今
年
は
大
型
バ
ス
が
満
席
で
参
加
で
き
な
い
方
も
あ

り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
選
果
場
到
着
後
直
ち
に
移
動
し
、
実
際
に
ハ
ウ
ス

に
入
っ
て
メ
ロ
ン
の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
事
前
に
ツ
ル

か
ら
切
り
取
る
際
の
注
意
点
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
ハ
ウ
ス

内
の
メ
ロ
ン
を
見
て
「
吊
り
下
げ
と
る
ん
じ
ゃ
ね
え
」
と
立
体

栽
培
に
驚
き
、
収
穫
し
た
お
気
に
入
り
の
メ
ロ
ン
を
箱
に
入
れ

て
出
て
き
た
方
は
、
口
々
に
「
ま
あ
暑
い
。
大
変
な
ん
じ
ゃ
ね

え
」
な
ど
と
生
産
者
を
労
う
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

収
穫
し
た
メ
ロ
ン
以
外
に
何
玉
も
お
土
産
に
買
い
求
め
る
方

も
あ
り
、
事
前
に
用
意
さ
れ
た
試
食
を
口
に
し
て
は
「
甘
い
・

美
味
し
い
」
と
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

西
い
わ
み
地
区
本
部
営
農
経
済
部
指
導
販
売
課
の
森
本
大
史

課
長
は
「
７
月
初
旬
に
は
ア
ム
ス
メ
ロ

ン
に
替
わ
る
ア
ー
ル
ス
メ
ロ
ン
の
出
荷

が
始
ま
り
ま
す
。
生
産
費
の
高
騰
や
猛

暑
の
中
で
の
栽
培
管
理
等
、
生
産
者
の

皆
さ
ん
は
大
変
な
苦
労
を
さ
れ
て
い

る
。
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
有
利
販
売

に
努
め
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
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自
転
車
交
通
安
全
運
転
教
室

Ｊ
Ａ
共
済
連
と
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部

は
６
月
４
日
、
益
田
市
立
中
西
中
学
校
体
育
館
で
全

生
徒
が
参
加
し
、
自
転
車
の
交
通
安
全
教
室
を
開
き

ま
し
た
。

安
全
運
転
教
室
の
開
会
前
に
同
中
学
校
長
室
に
お

い
て
反
射
材
の
贈
呈
式
を
行
い
、
西
い
わ
み
地
区
本
部

の
滝
元
英
二
統
括
支
店
長
が
藤
下
泰
之
校
長
先
生
に
反
射
材
を
渡
し
ま
し
た
。

体
育
館
で
は
自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
モ
デ
ル
校
・
鍵
か
け
推
進
校
指
定
式
が
行
わ
れ
、
吾
郷
弘
章
益
田
警
察

署
長
か
ら
２
年
生
の
桑
原
新
太
さ
ん
へ
指
定
書
が
贈
ら
れ
「
全
て
の
人
が
安
心
し
て
安
全
な
道
路
を
利
用
す
る

た
め
に
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
滝
元
支
店
長
は
挨
拶
で
、
Ｊ
Ａ
が
主
催
す
る
こ
の
取
り
組
み
は
平
成
21
年
に
始
ま
り
、

今
回
が
88
校
目
の
開
催
と
な
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
「
気
軽
に
乗
れ
る
自
転
車
で
あ
っ
て
も
重
大
な
事
故
に
つ
な

が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
き
ち
ん
と
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
で
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

生
憎
の
雨
模
様
で
体
育
館
で
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
が
、
実
際
の
事
故
を
想
定
し
た
ス
タ
ン
ト
マ
ン
の
皆
さ

ん
の
実
演
に
は
迫
力
が
あ
り
、
会
場
か
ら
は
時
折
「
危
な
い
」
と
い
っ
た
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

最
後
に
生
徒
を
代
表
し
て
３
年
生
の
宮
脇
彩
吹
さ
ん
が
、「
便
利
な
自
転
車
だ
け
ど
一
歩
間
違
え
れ
ば
大
き
な
事

故
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感

し
ま
し
た
。
今
日
学
ん
だ
交
通
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
し
っ
か
り
と
守
っ
て
自
転
車
に
乗
ろ

う
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
、
危
険
を
覚
悟
で

実
演
し
て
い
た
だ
い
た
ス
タ
ン
ト
マ
ン
の
皆
さ

ん
に
お
礼
の
言
葉
を
伝
え
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
ど
こ
で
も
起
こ
り
得
る
交
通

事
故
を
再
現
す
る
こ
と
で
、
日
頃
か
ら
気
軽

に
乗
っ
て
い
る
自
転
車
の
事
故
の
怖
さ
や
、

交
通
ル
ー
ル
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
お
う

と
Ｊ
Ａ
共
済
の
交
通
事
故
対
策
活
動
の
一
環

と
し
て
、
島
根
県
下
の
警
察
署
と
Ｊ
Ａ
が
協

力
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本来グラウンドで実際の車を使用して行う事故再
現、今回は跳び箱を走行中の車に見立て事故を再
現しました。

自転車マナーアップモデル校・鍵
かけ推進校に指定されました。

管
内
の
園
児
へ
旬
の
味
を

届
け
ま
し
た

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部

は
「
Ｊ
Ａ
共
済
地
域
・
農
業
活
性
化

施
策
」
を
活
用
し
、
特
産
の
「
ア
ム

ス
メ
ロ
ン
」「
ト
マ
ト
」「
デ
ラ
ウ
エ

ア
」「
お
茶
」
を
管
内
の
保
育
施
設

に
届
け
ま
し
た
。

６
月
18
日
・
25
日
の
両
日
、
営
農

経
済
部
職
員
や
支
店
職
員
が
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
益
田
市
・
鹿
足
郡
内

の
保
育
施
設
（
40
施
設
）
を
訪
問
し
、

「
皆
さ
ん
で
給
食
時
に
召
し
上
が
っ

て
下
さ
い
」
と
手
渡
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部

で
は
、
幼
い
頃
の
ふ
る
さ
と
の
味
と

し
て
記
憶
に
残
し
て
も
ら
お
う
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
収
穫
時
期
に
合
わ
せ
て

管
内
の
保
育
施
設
へ
届
け
て
い
ま
す
。
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赤
雁
農
村
歳
時
記　

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
（
田
植
え
体
験
）

有
限
会
社
赤
雁
の
里
（
渡
邊
一
行
代
表
）
と

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
は
６
月
14

日
、
赤
雁
町
の
赤
雁
の
里
交
流
館
周
辺
を
会
場

に
し
た
農
村
歳
時
記
田
植
え
体
験
を
行
い
、
益

田
市
内
の
幼
児
や
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
約
50

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
渡
邊
代
表
は
、
茶
碗
一
杯
の

米
の
収
穫
に
必
要
な
稲
の
量
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
、「
去
年
も
参
加
し
て
く
れ
た
子
ど
も
た

ち
が
今
年
も
た
く
さ
ん
来
て
く
れ
ま
し
た
。
今

日
は
楽
し
く
過
ご
し
て
良
い
思
い
出
を
作
っ
て

帰
っ
て
下
さ
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

続
い
て
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
竹

長
隆
本
部
長
は
、
自
身
も
地
元
の
農
業
法
人
の

共
同
作
業
で
田
植
え
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
幼

い
頃
に
家
族
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
こ
と
な

ど
を
紹
介
し
「
米
は
日
本
の
主
食
で
す
。
た
く

さ
ん
食
べ
て
元
気
に
育
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
営
農
経
済
部
米
穀
課
の
岡
本
忠

明
課
長
か
ら
植
え
方
の
指
導
を
受
け
た
後
田
ん
ぼ
に
入
り
、
ぬ
か
る
む
田
ん
ぼ
と
闘
い
な
が
ら
「
平

和
」
の
２
文
字
と
ハ
ー
ト
の
形
の
ア
ー
ト
を
仕
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

田
植
え
を
終
え
た
参
加
者
は
、
泥
ん
こ
ソ
リ
レ
ー
ス
・
旗
取
り
を
行
い
、
希
望
す
る
景
品
の
旗
を

目
掛
け
て
泥
の
田
ん
ぼ
の
中
を
力
走
し
ま
し
た
。

昼
食
は
地
元
赤
雁
の
女
性
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、
柏
餅
・
む
す
び
・
酢
物
・
豚
汁
が
振

舞
わ
れ
、
関
係
者
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
か
き
氷
や
綿
菓
子
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
の

人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
島
根
県
牛
乳
消
費
拡
大
運
動
実
行
委
員
会
の
協
力
で
牛
乳
（
２
０
０
ml
パ
ッ
ク
）
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
、
島
根
県
内
の
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
に
も
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

大切な子どもが乗ったソリを転覆させないように、目標の旗を
目指しました。

目指すは何色の旗？（赤：トマト、紫：ぶどう、緑：メロン）

この農村歳時記は水稲の生育に沿った農業体験で、今後は夏の生き物調査、秋の稲刈り体験と
続きます。

泥の田んぼにも慣れて泥の田んぼにも慣れて
植えることに集中植えることに集中
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Ｊ
Ａ
提
供
の
さ
つ
ま
芋
の

苗
を
植
え
付
け
ま
し
た

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
益
田
支
店
（
大
庭
伸
次

支
店
長
）
管
内
の
小
学
校
や
保
育
所
で
さ

つ
ま
芋
の
苗
の
植
え
付
け
が
行
わ
れ
ま
し

た
。日

頃
土
に
触
れ
る
機
会
の
少
な
い
園
児

や
児
童
も
あ
り
、
お
手
本
通
り
に
植
え
よ

う
と
服
装
の
汚
れ
な
ど
気
に
す
る
こ
と
な

く
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

30
～
40
セ
ン
チ
あ
る
苗
を
手
際
よ
く
植

え
、「
ま
だ
植
え
た
い
」
と
言
っ
て
何
本

も
上
手
に
植
え
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
も
あ

り
ま
し
た
。

さ
つ
ま
芋
の
苗
は
何
れ
も
鳴
門
金
時

（
１
０
０
本
）
で
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
が
食
育

の
一
環
と
し
て
提
供
し
、
定
植
か
ら
そ
の

後
の
苗
の
生
育
状
況
の
観
察
管
理
を
通
じ

て
、
食
の
大
切
さ
を
感
じ
て
も
ら
お
う
と

毎
年
企
画
し
て
い
ま
す
。
秋
に
は
そ
れ
ぞ

れ
芋
掘
り
を
し
て
収
穫
の
喜
び
を
分
か
ち

合
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
公
民
館
の
皆
さ
ん

や
地
元
農
家
の
方
々
に
よ
る
事
前
の
準
備

や
、
植
え
方
と
そ
の
後
の
管
理
に
関
す
る

指
導
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
を
願
う
優
し
い
心
に
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

益田市立西益田小学校益田市立西益田小学校　　45人参加　６月５日45人参加　６月５日

まるに保育所まるに保育所　　9人参加　６月10日9人参加　６月10日

益田市立中西小学校益田市立中西小学校　　33人参加　６月11日33人参加　６月11日

田村稔さんたち
有志の皆さんに

マルチの敷設から
植え付けまで

ご指導いただきました。

今年も、地元の
岡﨑雄一さん・

橋本百合香さん・橋本重美さん
の応援がありました。

植え付け前に
大内康弘中西公民館長（左）

お手製の資料で、
さつま芋の成長について

お話がありました。

地元の皆さんに
教わりながら定植しました。

「楽しかった」「秋の収穫が楽しみ」
といった声が聞かれました。

先生や地元の方に
教わりながら、
１本１本丁寧に

植えていきました。

秋の収穫を楽しみに
たっぷりと水を
あげました。
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西いわみ地区本部からのおしらせ

★作品は、お一人（一世帯）一句の掲載とさせていただきます。（多くの作者の作品掲載を基本とするため）　
★『あなたが選ぶイチオシの句』　お気に入りの一句を選んで、はがきに〇〇さんの句と記入してお送りください。

俳
句
コ
ー
ナ
ー
【〈
お
題
〉
日
傘
】
���
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

酷
暑
の
日　

日
傘
の
花
が　

揺
れ
て
い
る

（
益
田
市　
　
　

大
谷　

律
子
さ
ん
）

交
差
点　

白
い
日
傘
を　

持
つ
男

（
津
和
野
町　
　

潮　
　

恵
子
さ
ん
）

日
傘
さ
し　

海
辺
の
カ
フ
ェ
で　

彼
氏
待
つ

（
益
田
市　
　
　

加
藤　

富
之
さ
ん
）

車く
る
ま
み
ち

道　

日
傘
で
歩
く　

姿
な
し

（
益
田
市　
　
　

和
崎
冨
久
代
さ
ん
）

や
け
な
い
と　

信
じ
広
げ
る　

傘
の
陰

（
津
和
野
町　
　

大
庭　

桂
子
さ
ん
）

日
傘
さ
し　

木
陰
に
入
り
て
も　

汗
流
る

（
益
田
市　
　
　

花
本　

清
勝
さ
ん
）

日
の
し
ず
く　

は
ら
っ
て
た
た
む　

日
傘
か
な
（
益
田
市　
　
　

柳
井　

文
江
さ
ん
）

日
傘
さ
し　

野
草
に
み
と
れ　

け
つ
ま
ず
く　

（
益
田
市　
　
　

吉
村　

芳
江
さ
ん
）

猛
暑
日
で　

日
傘
の
花
が　

あ
ち
こ
ち
で

（
益
田
市　
　
　

豊
田　

初
重
さ
ん
）

川
柳
コ
ー
ナ
ー
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

日
傘
さ
し　

小
さ
過
ぎ
る
と　

ボ
ヤ
ク
関
取

（
津
和
野
町　
　

大
羽　

克
巳
さ
ん
）

夏
が
来
て　

浴
衣
に
日
傘　

絵
に
な
る
ね

（
益
田
市　
　

小
笠
原
か
よ
み
さ
ん
）

待
っ
て
た
よ　

日
傘
の
出
番
だ　

暑
い
夏

（
益
田
市　
　
　

重
田　

伸
子
さ
ん
）

日
傘
よ
り　

雨
傘
似
合
う　

我
女
房

（
津
和
野
町　
　

大
井　
　

守
さ
ん
）

歳
を
忘
れ
て　

花
柄
の
日
傘
さ
す

（
津
和
野
町　
　

桑
原
八
恵
子
さ
ん
）

車
で
は　

日
傘
は
い
ら
な
い　

さ
つ
き
ば
れ

（
津
和
野
町　
　

澁
谷
美
保
子
さ
ん
）

紫
害
（
外
）
線　

防
ぐ
日
傘
や　

顔
パ
ッ
ク

（
益
田
市　
　
　

岡
﨑　

雄
一
さ
ん
）

日
傘
さ
ん
に　

助
け
て
も
ら
っ
て　

墓
ま
い
り
（
吉
賀
町　
　
　

中
村
恵
己
子
さ
ん
）

梅
雨
明
け
て　

日
傘
水
筒　

出
番
来
る　

（
益
田
市　
　
　

籾
山　

敏
子
さ
ん
）

こ
の
暑
さ　

日
傘
日
焼
け
止
め　

効
果
せ
ず

（
益
田
市　
　
　

田
中
千
代
子
さ
ん
）

老
い
て
今　

日
傘
も
ど
こ
か　

か
く
れ
ん
ぼ

（
津
和
野
町　
　

古
山　

包
子
さ
ん
）

顔
の
シ
ワ　

日
傘
回
し
て　

ち
ょ
と
か
く
す

（
益
田
市　
　
　

喜
村　

信
江
さ
ん
）

酷
暑
日
は　

麦
わ
ら
帽
子
に　

日
傘
さ
す　

（
益
田
市　
　
　

齋
藤　

照
平
さ
ん
）

ぶ
っ
ち
ゃ
け　

バ
バ
の
ひ
が
さ
は　

父
だ
っ
た
（
益
田
市　
　
　

藤
原　

静
枝
さ
ん
）

男
の
人　

日
傘
さ
す
人　

多
く
な
る

（
益
田
市　
　
　

両
見
か
す
み
さ
ん
）

絵
日
傘
で　

お
ど
っ
た
昭
和　

遠
く
な
り

（
津
和
野
町　
　

高
谷
喜
里
栄
さ
ん
）

外
出
は　

日
傘
な
し
で
は　

焦
げ
る
夏

（
益
田
市　
　

佐
々
木
い
さ
子
さ
ん
）

こ
の
猛
暑　

日
傘
さ
し
て
も　

耐
え
ら
れ
ん

（
益
田
市　
　
　

村
上
登
美
子
さ
ん
）

梅
雨
明
け
に　

き
び
し
い
猛
暑
に　

日
傘
さ
し
て（
津
和
野
町　
　

日
熊　

春
子
さ
ん
）

停
車
場
も　

ナ
マ
リ
き
こ
え
ず　

外
語
あ
り

（
津
和
野
町　
　

中
野　

健
二
さ
ん
）

日
傘
さ
し　

銀
杏
並
木
を　

散
歩
道

（
津
和
野
町　
　

豊
田　

往
野
さ
ん
）

掲
載
は
到
着
順

９月の俳句のお題は「夕焼け」です。ご応募お待ちしております
●葉書に　俳句か川柳かを明記してください。　住所、氏名、電話番号をご記入ください。
●あて先　〒698-0024　益田市駅前町15-1　JAしまね 西いわみ地区本部 企画総務部 総務ふれあい課

応募
方法

俳
句
・
川
柳
❖締切❖
令和８年
８/15

（当日消印有効）

年金定期便、年金手帳、印鑑、裁定請求書、年金証
書等をお持ちいただくと、より具体的な相談ができます。
はじめての方や、現在受けている年金に疑問をお持ちの
方もお気軽に相談でき、秘密は固く守られます。
ぜひ会場にお越しください。

西いわみ地区本部 西いわみ統括支店 金融課年金相談センター（0856-22-8680）は、
平日（8：45～17：00）いつでもご相談いただけます。

8月の無料年金相談会
～お気軽にご相談を～

88月月1919日㈬ 益田中央支店日㈬ 益田中央支店
10：00～18：00　JA年金相談員10：00～18：00　JA年金相談員

川柳 ぢぢとばば　子どもの声ない　子どもの日（益田市　小笠原かよみさん）あなたが選ぶ イチオシの句
５月号お題(子どもの日) 多くのイチオシ票ありがとうございました。今回は僅差で小笠原さんの句に決定しました。
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西いわみ地区本部からのおしらせ

令和8年産　刈取り講習会スケジュール
月　日 時間 地　区 場　所

8月4日
（火）

9:30~ 美　都 仙道　加藤正良様　圃場（公民館裏）
11:00~ 美　都 丸茂　丸茂郷自治会館
13:30~ 益田東 益田東支店2階会議室

8月5日
（水）

10:00~ 中　西 中西事業所会議室
13:30~ 真　砂 真砂事務所
9:00~ 津和野 JA山下倉庫前
10:30~ 津和野 JA鷲原米倉庫
13:30~ 津和野 JA日原経済出張所2階

8月6日
（木）

9:30~ 西益田 小俣賀ゲートボール場
11:00~ 西益田 白岩多目的集落センター
13:30~ 西益田 向横田　椋木氏ハウス付近
15:00~ 西益田 大滝集会所前
9:30~ 柿　木 白谷公民館
11:00~ 六日市 六日市カントリーエレベーター
13:30~ 六日市 六日市支店2階会議室

8月10日
（月）

9:30~ 匹見（石谷） 石谷老人福祉センター
11:00~ 匹見（澄川・広瀬） 持三郎集会所
13:30~ 匹見（三葛） 三葛体育館
17:30~ 匹見（匹見） 半田自治会館
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西いわみ地区本部からのおしらせ

島根県西部農林水産振興センター益田事務所からのお知らせ

　農作業中に事故で亡くなられる方は全国で毎
年200～300人と、就業者10万人当たりの死
亡者数としては、一般交通事故の約７倍、
建設業の約３倍にも及びます【図１】。
　死亡事故を要因別にみると「機械作業に
よる事故」が全体の54％を占めており【図２】、
転落、転倒、誤操作等により機械の下敷き
になる事例が多くなっています【図３】。

乗用型トラクター
53人（18％）

歩行型トラクター
11人（4％）

農用運搬車
26人（9％）

その他
26人（9％）

その他
18人（6％）

木等の高所からの転落
8人（3％）

ほ場、道路からの転落
19人（7％）

稲わら焼却中
等の火傷

12人（4％）

自脱型コンバイン
17人（6％）

動力防除機 11人（4％）

熱中症
59人（21％）

草刈機 7人（2％）

農用高所作業機 5人（2％）

287人

農業機械作業
に係る事故

156人（54.4％）

農業用施設作業
に係る事故
15人（5.2％）

機械・施設以外の
作業に係る事故
116人（40.4％）

農作業中の事故に注意しましょう 農作業中の事故に注意しましょう 

①�基本的な安全対策の励行
　（シートベルト、ヘルメットの着用等）
②�機械の正しい操作・使用方法を守る
③�経験年数が少ない場合、
　複数名で作業する
④�日頃から危険な箇所がないか確認し
　対策を講じる
⑤�体調が悪い場合は作業を控える

■10万人あたり事故死亡者数の推移【図1】

■要因別の死亡事故発生状況（令和6年）【図2】

■原因別の農業機械作業に係る死亡者数【図3】農作業事故は誰にでも起こりうることです。
以下を参考に事故防止に努めましょう。

【図１～３】：農林水産省のホームページより
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西いわみ地区本部からのおしらせ
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